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日程 内容

4月23日(木) キックオフミーティング（研究会の目標設定）

5月21日(木)
有識者の話を聞く
企業コラボレーションの今 / SCNotes / IBM Verse

6月26日(金) IBM Verse / Bluemix ハンズオン

7月23日(木) クラウドへの移行メリットディスカッション

8月27日(木)
クラウドへの移行 Yes-No チャート
ディスカッション

9月24日(木) クラウド実態調査の質問項目を考える

10月22日(木) イベントでの質問項目台紙作成

11月26日(木) イベントでの質問についての回答分析

12月10日(木) アウトプットまとめ

2015 クラウド 研究会活動予定

INPUT

OUTPUT
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2015 クラウド研究会 案内文

 クラウド・モバイル・ソーシャルの活用は、

どの企業にとっても避けて通れない検討課題となっています。

 今後、自社システムはクラウド化すべきか、

お客様にどのような提案をすべきか？

 クラウドといっても、Saas / PaaS / IaaS、オン・プレミスとの

ハイブリッドという選択肢もあるがどうすべきか？

 IBM Collaboration SolutionsとしてはIBM Verse、SoftLayer、

IBM Connections Cloud、IBM SmarterCloud Notes

などの選択肢があるが、他社との比較も必要である、など情報収集

考慮すべき点は多々あります。

この研究会では、市場の方向性を探り、他社との違いも視野にいれなが
ら、自社が進んでいくべき方向を見極める、お客様の進むべき道をアド
バイスできるようになることを目標とします。
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研究会の当初の目論見

 2015年のIBMクラウドは新サービスが熱いので
これらを追いかけているだけで1年活動できそう！

 他社クラウドとの違いを明確にして、
Yes-Noチャートで、どのクラウドが最適か
判断できたら面白いかも！

Notes Domino対応正式リリース
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初回の様子
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IBM Verse（UI）

ハンズオンで、実際の動作を体験
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IBM Verse（アーキテクチャ）
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IBM Bluemix

開発環境を自社で用意せず、クラウド上で

様々な言語、API、DBを組み合わせてアプリケーションを
手軽に作り、全世界のユーザに開放することができるサービス

➡Xpagesへの対応はしたが・・・
社内のNotes掲示板をアップロードしたりはできない

➡オンプレミスのDominoアプリサーバの代替品ではない
目指すところが違うサービス
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研究会の進め方の修正

今社内で使ってるNotesアプリは

Saasクラウドに置けないのか

・・・ ＿|￣|○
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研究会の進め方の修正

そもそもNotesのクラウド移行に

ニーズはあるのだろうか？

➡Notesコンソーシアムのオープン
セミナー参加者に聞いてみよう！

Notesアプリはクラ
ウドに置けないが
問題ない？

メールだけクラウド
移行という形でいい
の？

Notesアプリもメール
もクラウドに起きた
いの？
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ポスターアンケートの様子
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参加者の立場を色分け
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ノーツを使い続けて何年ですか？

回答者はベテランが多い
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ノーツをクラウド化したいですか？

クラウド化には前向き
メールもアプリも

リコー様、日揮様のクラウド
事例セッションも人気高
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ノーツのクラウドに期待すること

安いといいが、価格がよくわ
からないという声も・・
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ノーツのクラウドで不安に思うこと

機能とパフォーマンスが不安。
運用に制約ができることを懸
念している

セキュリティ面の不安は相
対的には低い
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ノーツを使い続けて何年ですか？
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他社へのシステム導入・サービスを提案・企画する

グループ内企業のシステム選定の提案、または決定をする

自社のシステムを利用している

自社のシステム構築・運用を担当する

自社のシステム導入の起案、助言、または決定を行う
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ノーツをクラウド化したいですか？
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他社へのシステム導入・サービスを提案・企画する

グループ内企業のシステム選定の提案、または決定をする

自社のシステムを利用している

自社のシステム構築・運用を担当する

自社のシステム導入の起案、助言、または決定を行う
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ノーツのクラウドに期待すること
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容量や付加機能 chat / 

verse / social / traveler

管理・運用負荷の軽減 セキュリティ 安全性・災害
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コストが安い

他社へのシステム導入・サービスを提案・企画する

グループ内企業のシステム選定の提案、または決定をする

自社のシステムを利用している

自社のシステム構築・運用を担当する

自社のシステム導入の起案、助言、または決定を行う

（複数回答）
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ノーツのクラウドで不安に思うこと
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機能が足りない

パフォーマンス悪そう

管理・運用が自由に

できない、移行が大変

セキュリティ・安全性 コストが高そう

他社へのシステム導入・サービスを提案・企画する

グループ内企業のシステム選定の提案、または決定をする

自社のシステムを利用している

自社のシステム構築・運用を担当する

自社のシステム導入の起案、助言、または決定を行う

（複数回答）
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 クラウド（Saas）に移行するメリットはある！ ※メールに関して

 Travelerサーバーのメンテナンス、VerUpが不要

 メールボックス が50GB

 性能評価やキャパシティプランニングが要らない

 オンプレにメールサーバーが要らない、VerUpが不要

 Verse が使える

 BCP 耐障害性

クラウドに皆、興味はあるが・・

だが現状足りていない機能や、

ハイブリッド構成の複雑さが足かせになっている

Office365なら
SharePointに
掲示板作れる

ADと連携したい

YES-NOチャートを
作成しても、
結局選んでもらえ
ないかも・・・。
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 クラウドNotesをもっと知れば、検討が進む？

クラウドを身近にするには・・・

実はこれらの回答は資料としてまとまっている。
➡こういった内容をもっとナレッジとして広く定着させる必要がある

メールのアーカイブ
（オン・プレミスの
メール・ジャーナル

に相当）は？

ログは何を参照
できるの？

シングル・サイン・
オンを実現したい

ユーザー管理は
手動でやるの？

グループの管理を、エン
ドユーザーにも権限委譲

したい

メールテンプレートを
カスタマイズしたい

例えば運用面で浮かぶ疑問や要望…
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2015年度のクラウド研究会反省

①テーマが大きすぎたので、絞りきれなかった

「運用」というキーワードでの研究

②メンバー各々の目の前のメリットになりづらかった

ソーシャル研究会の提案を実物に（手を動かす）

クラウド利用ユーザーの見学会

③会費に見合うだけの内容がある研究会へ

どこかの成果をもらうだけではなく、研究会を発展させる

IBMに、足りない機能を追加するよう促す
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①Notesアプリをどうするのか
➡単純にアプリだけオンプレに残す以外に

選択肢を作り出せるか？

来年度の研究会はこうしたい

2016年は、「NotesはクラウドでもOK！」
と言える年にしたい

そのための課題

②クラウドを魅力的なものにするには
➡一つ一つの機能にフォーカスするのではなく、
Sametime、Connections、Docsなど、複数の
サービスを組み合わせて仕事に活かす方法は？
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ご清聴ありがとうございました。


